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複素Ginzburg-Landau方程式

ψ=ψ+ (1 + iC1)y'2ψ-(1 + iC2)1ψ12ψ (1) 

は一般に空間一様な定常解のHopf分岐点近傍を記述するO その方程式の

普遍性から，非常に多くの研究がなされている [lJoここで C1，C2は定数で
ある。

式(1)に対応した写像モデルとして

r _ . _， ， .• (.内、-(1+ic2)/2
仇+1(r)= I dr'内・-r')仇(〆)~1ψn(rγ+ c5}' -" (2) 

を考える。 8>0は微小量，J(r)=e(1+向)V'
2
c5(r)である。乙の写像は式

(1)を用いて Ref.[2Jと同様の方法で構成される。また， Iψ'nI2>> c5のとき，
式(2)の6を無視し，Bn =紅gψ'n-c210g Iψnlとすれば，式(2)は

1" /1 1" 11+化2

eiOn+l(r) = 1 dr司r-r')eiOn(r/) / 11 dr川r-rνOn(γ)I (3) 

という位相Bnについての写像に変換できる。位相写像(3)はBenjamin-Feir

不安定点(1+ C1C2 = 0)近傍で式(1)と同様に位相乱流状態を示す。また式
(1)において ψの振幅が主要な役割を果たす現象(振幅乱涜，螺旋波)を写
像(2)によって観測することができる。

今回の発表では，写像(2)が式(1)の振る舞いを定性的に再現することを

数値的，及び，解析的に示す。また写像(2)の振る舞いが実質的に位相写

像(3)で記述できること，すなわち，式(1)の振る舞いが振幅を繰り込んだ

位相の振る舞いから決まることについて議論を行いたい。
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